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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2023 No. 489

10月号

ＩＮＤＥＸ

みんなで考えよう ！  私たちがつくる福祉・たすけあい

３

４～５

生活クラブまちづくり拠点  岩見沢支部
拠点からひろがる輪

葬儀学習会
いざという時のために

７

６
支部活動紹介

山の手会館で開催した夏祭りには組合員や地域から
100 人もの来場があり、バルーンアートやミニ親子ひ
ろばにたくさんの子ども達が集まりました（７/ 30）

創成東地区にある北海寺で秋祭りを行いました。今年はバラエティに富んだ出店があり、
ひと箱古本市やプチ石けん講座、アートワークショップ、手作り雑貨や消費材で作ったパ
ンの販売、ミニ親子ひろば、そしてあみーかも出動しました（９/９）

新たなイベントにチャレンジ！         南支部・東支部

地域の人に知ってもらおう
見てもらおう！

ザ・祭り

西

中央
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●
２
０
２
４
年
度
総
代
会
へ
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
に
つ
い
て
、討
議

決
定
し
ま
し
た
。

●
「
組
合
員
と
福
祉
・
た
す
け
あ
い
を

考
え
る
連
続
講
座
」に
お
け
る
、11
月

開
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
福
祉
施
設

見
学
等
に
つ
い
て
、
内
容
を
確
認
し

ま
し
た
。

●
監
事
会
主
催
の
会
計
学
習
会
が
９
月

14
日
に
あ
り
、支
部
会
計
の
役
割
、支

部
議
案
書
の
確
認
事
項
等
に
つ
い
て

共
有
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
文
化
委
員
会
主
催
の
２
０
２
４
年

度
平
和
行
動
の
研
修
先
が
長
崎
に
決

定
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
福
祉

た
す
け
あ
い
活
動
支
援
制
度
に
お

い
て
、生
活
ク
ラ
ブ
北
海
道
の「
福

祉
・
た
す
け
あ
い
を
考
え
る
連
続

企
画
」に
助
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
た
生
産

活
動
を
産
地
と
と
も
に
す
す
め
る

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
方
針
の
も
と

開
催
さ
れ
る
、生
活
ク
ラ
ブ
北
海
道

協
議
会
へ
参
加
し
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

組織（９月度 ）
組合員数 12,446 名

加入 47 名 脱退 82 名
共同購入（10月度 ）
利 用 高 ２億 3,060 万 3,177円

１世帯当たり 18,528円
グリーンシステム（９月度 ）
Ｒ び ん 回　収 18,479 本

回収率 84.1 ％
紙パック 売却金 9,540 円

回収率 79.0 ％
ピッキング袋 回収率 24.8 ％

福祉基金（９月度 ）
賛同者数 2,993 名 賛同率22.8 ％

エッコロ（９月度 ）
加入者数 4,025 名

加入 ３名 脱退 19 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （８月度 ）
加入件数 1,533 件

CO・OP共済（８月度 ）
保有件数 たすけあい 4,194 件

あいぷらす 1,901 件

電気の共同購入  （７月 ）
〈 供給契約者数 〉 771 名

〈 電源構成比  速報値 〉
７月は、約10割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。

９
月
に
「
知
ら
な
く
て
大
丈
夫
!?

子

ど
も
が
利
用
さ
れ
る
?
『
ゲ
ノ
ム
編

集
ト
マ
ト
』
の
実
情
」
と
題
し
た
学
習

会
を
各
セ
ン
タ
ー
等
で
お
こ
な
い
ま
し

た
。
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
が
販
売
さ
れ
て

い
る
の
は
日
本
だ
け
で
、

食
品
と
し
て
の
安
全
性
が

確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
表
示

無
し
で
流
通
し
て
い
ま
す
。

高
Gギ

ャ

バ

A
B
A
を
謳
う
ゲ
ノ
ム
編
集
ト

マ
ト
を
開
発
し
販
売
し
て
い
る
企
業

が
、
福
祉
施
設
や
小
学
校
に
苗
を
無
償

提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
ト
マ
ト

を
栽
培
さ
せ
、
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
各
支
部
で
、
地
域
の
小
学
校

に
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
種
苗
の
受
け
取

り
拒
否
を
求
め
る
要
望
書
の
提
出
活
動

を
行
い
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
危
う
さ

に
気
づ
く
人
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
は
、
組
合
員
を
増
や
す
活
動

「
生
産
者
と
の
コ
ラ
ボ
拡
大
」
を
企
画

す
る
支
部
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
9
月

ま
で
に
6
回
、
102
人
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
組
合
員
で
は
な
い
方
が
29
人

で
し
た
。
生
産
者
に
ど
の
よ
う
な
想
い

で
、
ど
の
よ
う
に
生
活
ク
ラ
ブ
と
と
も

に
消
費
材
を
作
っ
て
い
る
か
を
話
し
て

も
ら
う
と
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
生
活

ク
ラ
ブ
の
食
の
安
全
へ
の
追
求
が
参
加

者
へ
伝
わ
る
と
い
う
声
が
支
部
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
支
部
で
企
画

を
し
て
、
組
合
員
は

「
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？
」
と
友
人
や

知
人
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
一
人

ひ
と
り
の
声
か
け
か
ら
生
活
ク
ラ
ブ
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

月
の
理
事
会
か
ら

９

生
活
ク
ラ
ブ
2
0
3
0
行
動
宣
言

は
、
S
D
G
s
の
理
念
に
先
ん
じ
た
、

か
つ
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
活
動
を
実

行
し
て
い
く
と
す
る
決
意
表
明
で
す
。

そ
の
重
要
目
標
の
一
つ
が
「
非
戦
と

共
生
の
立
場
を
貫

き
、
平
和
で
公
正
な

社
会
を
め
ざ
し
ま

す
」
。
平
和
を
活
動

の
真
ん
中
に
据
え
て

き
た
文
化
委
員
会
で

は
、
平
和
な
社
会
の

大
元
で
あ
る
日
本
国
憲
法
を
知
る
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
「
オ
リ

ラ
イ
憲
法
紙
芝
居
出
前
講
座
」
に
は
、

楽
し
く
て
わ
か
り
や
す
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
学

び
ま
し
ょ
う
。
個
人
、
班
、
支
部
等
で

ぜ
ひ
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
と
し

て
抗
議
と
撤
回
を
求
め
ま
し
た
が
、

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
で
生
じ
て

い
る
A
L
P
S
処
理
水
の
放
出
を
東

京
電
力
は
８
月
24
日
に
開
始
し
ま
し

た
。
「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
は
、
い

か
な
る
処
分
も
行
わ
な
い
」
と
約
束

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
寧
な
議
論

も
十
分
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
の
保
養
に
参
加
し
た
方
は
、「
福

島
の
海
へ
の
処
理
水
放
出
が
心
配

だ
」
と
不
安
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
北
海
道
の
た
め
に
、
寿
都

町
と
神
恵
内
村
で
の
概
要
調
査
に
反

対
し
、
核
の
ゴ
ミ
は
い
り
ま
せ
ん
と
自

分
の
意
志
で
賛
同

す
る
「
北
海
道
マ
ウ

コ
ピ
リ
カ
宣
言
」
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

参加はこちらから
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2023年度の活動も半年が過ぎました。コロナ禍の社会状況が変わり、各支部は拡大・利用結集活動・組合員交流を
はじめとして多彩な活動を勢いづいて催しています。２支部から報告してもらいます。

10/28（土）11：00～ 14：00　伏古記念会館でおこないます。
楽しいイベントがいっぱい♪  ぜひご来場ください！

ミニ展示説明会ブースでは子ど
もたちのためにおすすめしたい
消費材を選び、販売しました

9月３日、藻
も な み

南公園で組合員の交流イベント「持ち寄
り BBQ」を開催しました。 交流イベントではありますが、公園に
遊びに来ている方々に生活クラブを知ってもらうきっかけ作りに
なればと、のぼり旗とお手製の看板で生活クラブのアピールもし
ました。青空が広がり程よい気温、絶好の BBQ 日和でした。外
の気持ちよさがプラスされて、皆で大笑い、美味しい豚肉で会話
が弾みました。 
　そんな私達のすぐ横には「生活クラブ」と書かれたのぼりや看
板があり、展示したポスターをじっく見る親子の姿もあり、生活
クラブをアピールすることができました。 初の青空イベントは課
題となることも多々ありましたが、生活クラブの豚肉の美味しさ
の再確認と情報交換ができて、とても楽しいひと時でした。秋に
は試食会を開催し、多くの方々に生活クラブを知ってもらいたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　  〈運営委員  北 美鶴〉 

生活クラブ第 3 センター西側隣りの「清明学園 
幼保連携型認定こども園おかだまのもり」からのお誘いを受け、
９月２日、おかだまフェスタでミニ展を開催しました。事前に園

の方で保護者にお知らせをしてくれ
たおかげで、食に関心のある親御さ
んたちが立ち寄ってくれました。興
味を持って消費材を手に取る方や、

「隣にある生活クラブが気になって
いた」という方もいました。後日、
加入への問い合わせもありました。　
　昨年度、生活クラブ 40 周年に向けて考えた東支部のキャッチコピーは『つながる笑顔 
生活クラブ』です。「生活クラブの組合員同士が笑顔でつながることで、小さな点が線になっ
て地域に笑顔が広がるといいな」「地域の人たちに、ぜひ生活クラブを知ってほしい」と
いう思いが込められています。その思いを胸に今、実行委員 10 人が中心となって 「ひがっ
ちまつり」in ハロウィンの準備をすすめています。             〈東支部担当理事   石黒 真理〉

ᇿଊ࿃ଳ୷ー஀୔஌ーᴥು �

଍ଓ૵଴៓ᷜ 生活クラブ 

南

東

新たなイベントにチャレンジ
支部
活動紹介

創意工夫を凝らして
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９月11日、委員対象の福祉の学習会として、生活クラブが取り組む福祉の実践の場を
見学しました。生活クラブ館・北広島、生活クラブ館・とよひら、子育て支援親子ひろ
ば ほっとたいむ（大谷地会場）ではそれぞれに働くワーカーズから話を聞き、旧こたけ
では生活クラブがこれまで歩んできた福祉について学び、安心して地域で暮らし続け
るためにこれまで行ってきた生活クラブの福祉への理解を深めました。

生
活
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
時
、

安
心
な
物
を
食
べ
た
い
と
考
え
た

人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
思
い
ま

す
。
食
の
共
同
購
入
に
よ
っ
て
解

決
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
の
ひ
と

つ
で
す
。
協
同
組
合
の
目
的
は
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
自
分
た
ち
で
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、地
域
社
会
を
良
く
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

１
９
８
２
年
に
、生

活
ク
ラ
ブ
北
海
道
は

約
１
５
０
０
人
の
組

合
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、89
年
に
は

１
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の

組
合
員
は
、食
だ
け
で
は
な
く
良

い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、

１
万
人
い
た
ら
地
域
で
力
を
発
揮

し
て
何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
の
思
い
で
拡
大
を
続
け
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
92
年
度
に
は
福
祉

の
取
り
組
み
と
し
て
、
組
合
員
同

士
の
た
す
け
あ
い
「
エ
ッ
コ
ロ
」

を
開
始
。
そ
れ
を
地
域
に
も
広
げ

て
い
く
た
め
に
、
た
す
け
あ
い

ワ
ー
カ
ー
ズ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
福

祉
事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
の
は
２
０
０
０
年
で

す
。
収
益
目
的
の
企
業
や
公
的
福

祉
で
賄
え
な
い
部
分
を
私
た
ち
が

担
っ
て
い
こ
う
と
考
え
、
福
祉
基

金
の
創
設
・
た
す
け
あ
い
共
済
の

導
入
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業
の
開
始
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

し
か
し
当
時
は「
ど
う
し
て
食

の
生
協
が
福
祉
に
取
り
組
む
の

か
」
と
反
対
の
声
が
多
く
あ
り
、

福
祉
基
金
は
全
員
が
月
100
円
を

拠
出
す
る
提
案
で
し
た
が
、
月

70
円
の
任
意
参
加
で
２
０
０
３
年

に
開
始
。
そ
の
後
、議
論
を
経
て

２
０
１
１
年
に
現
在
の
100
円
に
な

り
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
デ

イ
こ
た
け
は
、地
域
福
祉
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
た
篤
志
家
の

小
竹
正せ
い
ご
う剛
さ
ん
と
出
会
い
、札
幌

市
豊
平
区
月
寒
で
２
０
０
１
年
に

開
所
。
２
０
０
４
年
に
は
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
実
現
す
る
た
め
に

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
た
い

地ま

ち域
を
想
像
し
て
み
よ
う

福
祉
事
業
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み

福
祉
担
当
理
事  

山
﨑  

栄
子

今
後
は
、２
０
２
２
年
12
月
に
閉

所
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
物
を
活
用
し
、
隣
接
す
る
生

活
ク
ラ
ブ
館
・
と
よ
ひ
ら
と
共
に

地
域
福
祉
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、「
２
０
４
０
年
問
題
」
が

差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
４
０
年
に
は
社
会
保
障

費
が
増
大
し
、
一
人
の
高
齢
者
を

1.5
人
で
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
、
介
護
や
医
療
の
担
い

手
不
足
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
・
11
月
に
は
組
合
員
同
士
が

集
ま
り
、
福
祉
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。「
こ
れ
は
で
き
な
い
か
な
」

と
思
わ
ず
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
し

た
い
地
域
を
想
像
し
て
ア
イ
デ
ア

を
出
し
ま
し
ょ
う
。「
や
り
た
い
」

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
」
か
ら
実
現

さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

だ
と
、
こ
れ
ま
で
の
組
合
員
活
動

か
ら
実
感
し
て
い
ま
す
。
地
域
に

暮
ら
す
人
た
ち
の
声
も
聞
き
な
が

ら
、「
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
福
祉
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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１
月
か
ら
エ
ッ
コ
ロ
制
度
開
始

「
私
た
ち
が
つ
く
る
福
祉
」

組
合
員
討
議
を
開
始

生
活
ク
ラ
ブ
北
海
道
創
立

組
合
員
１
万
人
達
成

生
活
ク
ラ
ブ
館
・
と
よ
ひ
ら
開
設

福
祉
基
金
の
拠
出
金
が
月
100
円
に

９
月
福
祉
基
金
創
設

総
代
会
で
福
祉
基
金
を
継
続
審
議

生
活
ク
ラ
ブ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設

子
育
て
支
援
親
子
ひ
ろ
ば「
ほ
っ
と
た

い
む
」札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
に
開
設

（
現
在
、
東
区
・
中
央
区
に
も
開
設
）

生
活
ク
ラ
ブ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
こ
た
け
開
設

生
活
ク
ラ
ブ
共
済
ハ
グ
く
み
導
入

生
活
ク
ラ
ブ
館
・
北
広
島
開
設

認
知
症
に
関
す
る
講
座
開
始
、

自
治
体
と
見
守
り
協
定
等
を
結
ぶ

「
放
課
後
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
こ
こ
ち
る
」

生
活
ク
ラ
ブ
館
・
北
広
島
内
に
開
設

エ
ッ
コ
ロ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
制
度
導
入

デ
イ
こ
た
け
終
了

生
活
ク
ラ
ブ
が
進
む
べ
き
福
祉
を
考
え

る
一
年
に
す
る
こ
と
を
活
動
方
針
に

が
進
む
べ
き
福
祉
を
考
え

生活クラブ北海道の福祉・たすけあいのあゆみ

߽ⷫሶ߽ࠆ߈ߢߣ࠶ࡎ႐ᚲ

子育て支援親子ひろば
ほっとたいむ

スペース ぽんこたん

利用者さんの居心地

が良さそうで、素敵

な場所でした。

●参加者の感想

会議や趣味の集まりに利用でき
ます。健康体操、絵本の閲覧・
貸出の「ぽんぽんひろば」も開催
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おたがいさまの気持ち
を大切に、たすけあい事
業・訪問介護・通所介
護をおこなっています

様々な組合員活動に対応する、
大小 4つの貸室。調理スペー
スも備えています。外部への
貸出もしています

デイサービスの食事提供の他、
「おむすび cafe 粒」でランチや
コーヒー・焼き菓子を販売

߽ⷫሶ߽ࠆ߈ߢߣ࠶ࡎ႐ᚲ

ᶖ⾌᧚ߢ
ኅᐸߩ๧ࠍ

生活クラブ᷿・北ႄဠ

生活クラブの考える参加型
福祉を、組合員・市民に向け
て見せていく発信拠点です

子育て支援親子ひろば
ほっとたいむ

子育て
たすけあい

スペース ぽんこたん

࿷ྥభ᭠支援ఋᏦᆶ
ᷪ

利用者さんの居心地

が良さそうで、素敵

な場所でした。

●参加者の感想

↢ᵴ し߹߈⡞ࠍ✲⚻㙚㐿⸳のࡉࠢ࡜

た。ሶ⢒ࠄ߆ߡ੺⼔߹で㑐޿ߡߞࠊ

ߺⓍࠇがᵹᤨߦਛ心ࠍߎߎ、ߣߎࠆߌ

㊀ࠆߌ޿ߡߨർᐢፉがう߿ࠄ߹し޿㧋

●参加者の感想

集団・個人保育、親子ひろ
ば等の他、生活クラブ福祉
基金を使った「放課後 room
ここちる」の運営。右写真
は自主事業の「トイ・ライ
ブラリー もくてぃ」

஖ー୒ーୡ ᠕

౉᭞ྸ

ワーカーズ ぽんこたんが消費材
を使ったランチやお弁当、惣菜・
焼き菓子を販売

会議や趣味の集まりに利用でき
ます。健康体操、絵本の閲覧・
貸出の「ぽんぽんひろば」も開催

地域の方々が安心して暮らすため、
介護相談の窓口となります

生活クラブ ୘୉୾ラசୢச୦ー

ᧁの㚅ࠅがし޽、ߡたたࠍߺ߆ᗵߓ߹した。
ߡ߽ߣ、んなの居場所ߺ ᄢಾでۭߨߔ

●参加者の感想

生活クラブ館・とよひら

地域の多様な人たちが気軽に
集える・交流できる、食のあ
る居場所をめざしています

૴ଞ૰ ぽんこたん

子育て支援஖ー୒ーୡ
ほっとଧむ ủ1Ứたすけあい஖ー୒ーୡ

଒んૹଳ
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輪拠点から ひろがる
生活クラブ଴ଗଛଅୀሏᗍ��ဣᬰᓏኞ᳟

地域の組合員が集い、地域に向けて生活クラブを発信する場所としての「生活
クラブまちづくり拠点」は支部活動を活性化し、地域にたすけあいの精神を広め、
豊かなまちづくりにつなげるための取り組みとして、2023年度から中央支部と岩見沢支部が活動して
います。今回は岩見沢支部を紹介します。

ȁ˒20࠮඾Ȃాࡉ܊঑໐͈ݶതȶ୆ڰ·ρήġͭͥ͘͘ȷ

ͥͦܙၛ̻ͅࠚܨਫ਼̱̱̹͘ȃழࣣ֥͜౷֖͈૽͜ٳ̦

૤౷͈ၻ̞ાਫ਼Ȃਬ̹̽͘૽͈̹̞̭̦ͤ͂͞৘࡛́ݳ

̧ͥાਫ਼Ȃ୆ڰ·ρήͬอ૞̳ͥાਫ਼̳́ȃ

ȁྴઠ͉ழࣣ֥̥ͣ࢖༡̱ȂݶതίυΐͿ·ΠιϋΨȜ̦

˔ത͈ಎ̥ͣ஖͍̱̹͘ȃྴઠ̢̹ͬࣉழࣣ֥͉Ȃ঑໐͈

ΑυȜ΄ΰ̜ͥȶ̹̽ͤ͂͠ಎ૸͈ෛ̞୆ڰ·ρήġհ

஠̤̞̱̞͈́͜૯ͭಎͅ૙͓ͥ૽ैͥ૽ٯઢ܏ȷͬ४

തͅਬ̞ક๯ऺͬݶȂ̭͈ͅࣉ

ಎ૤͙̦̜̩ͭ̈́ͥ̈́ͥ͘ͅউ

ͬͼιȜΐ̷̱̹̠̳́ȃ͘ ̹Ȃ

ȶ୆ڰ·ρήġͭͥ͘͘ȷ͈υΌ

͜ழࣣ֥̦ΟΎͼϋ̱Ȃ࡚ͅ۾

ȃ̳̞̬̀͘ࠇ

ȁ࠺໤͉ಎͬ̀࠺࡫͈֚ࡣৰͤ

̱̹͘ȃݶത͉ˎٴ໐໦͈ˏ໐ؚ́Ȃ็ٛ͞΍Ȝ·σ̈́

̓ͅழࣣ֥͉ྫၳ́ঀဥ̧̳́͘ȃ1 Ȃ૙͈χȜ͉́ٴ

΃ȜΒ͈̤ഝġȶ̥͏̡ġ̹͖̭͌̈́̽ȷ̦౷͈ࡓ࿤ऴͬ

ঀ̹̽ΑȜί͞਀ैͤΩϋ̈́̓ͬ೹̳̞̱̀͘ރȃ

ȁͭͥ͘͘א׋ίυΐͿ·Π͉ͅȂ঑໐א׋տ֥ 4૽͈

ఈͅ 2૽̦਀̹̱̩̬ͬͦ̀͘ݷȃྀ࠮೰႕݈̤́ٛͬ

̭̈́̽̀ঀ̞༷͈σȜσ͛͞ࠨͼαϋΠْܑ̱̞ͬ̀͘

̳ȃݶത́ঀ̠૙సΞȜήσ͞जసȂশࠗȂजື౬Ȃ΃Ȝ

ΞϋȂ΃ρȜδΛ·Α͉̈́̓ழࣣ֥఺́ྨ̞̹͈̽̀͜

ȃ̹̱̞̱ͣ̀͘͜ັܙͬ

ȁݱ඿ͬΞȜζ̱̹̩ͅρδ͞તٚ΅λϋβȜϋ̫࢜ͅ

̹ક๯ऺ͂ঌ์຦͈૙͓๤͓ȂβȜΩȜΨΛΈ͞ηΜυ

;ρΛίै͈ͤͼαϋΠͬٳट̱̱̹͘ȃ˕ٰུ̥ͣ࠮

Ȃ10ٛ۟࢐͈ ૶ঊ·Λ΅ϋΈͬȶ̥͏̡ġ̹̥͌̈́ͣ࠮

͖̭̽ȷ͂ ࣣ൳ٳट̱̳͘ȃ౷֖̦ͥ̈́ͅܨࡓાਫ਼̱͂̀Ȃ

୆ڰ·ρήͭͥ͂͘͘ȶ̥͏̡ġ̹͖̭͌̈́̽ȷ̦֚੣ͅ

อ૞̧̱̞̳̀͘ȃġȁġġȪాࡉ܊঑໐౜൚ၑমġġչ൥ġࢬঊȫ

岩見沢市春日町３丁目３-15

２階：生活クラブ まんまる

１階：かふぇ ひなたぼっこ  　
　　    　　　　　080-9612-5883
　 　  火～土11:30～16:00（L.O.15:30）

「大きな折り紙みた
い」と、みんなで楽し
く作りました

拠点前で「あみーか」
を使い、生活クラブを
地域の人にアピール

国産で純度の高いミツ
ロウを使用。乾燥を待
つ間、紹介キャンペー
ンでプレゼントする消
費材の試食もしました

展示説明車　あみーか

ペーパーバッグ作り

ミツロウラップ作り
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先
祖
代
々
の
お
墓

が
遠
く
に
あ
る
場

合
︑
お
参
り
が
大

変
︑
子
ど
も
に
迷

惑
が
か
か
る
な
ど

お
悩
み
の
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
︒
お
墓
を
札
幌
に
移
す
︑

骨
だ
け
を
納
骨
堂
に
移
す
こ
と
は
可

能
で
す
︒
お
寺
や
霊
園
で
保
管
し
て
い

る
埋
葬
許
可
証
を
入
手
し
︑
地
元
の
役

所
で
改
葬
許
可
証
を
貰
い
ま
す
︒
そ
れ

ら
と
お
骨
を
持
っ
て
く
れ
ば
手
続
き
で

き
ま
す
︒
田
舎
で
は
遺
骨
を
骨
壺
に
入

れ
ず
に
そ
の
ま
ま
お
墓
に
入
れ
て
る
場

合
も
多
く
︑
骨
が
泥
々
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
︒
そ
の
場
合
︑
何
代
も
の
お
骨

を
泥
の
ま
ま
化
粧
ケ
ー
ス
な
ど
に
入

れ
て
移
し
ま
す
︒

お
墓
は
い
ら
な
い
と
い
う
方
も
最

近
多
い
で
す
︒
札
幌
市
の
市
営
平
岸

霊
園
に
は
合
同
納
骨
塚
が
あ
り
ま
す
︒

市
民
が
持
っ
て
い
く
お
骨
は
親
族
に
限

り
ま
す
が
︑
九
千
百
円
で
受
け
入
れ
て

く
れ
ま
す
︒
地
方
の
墓
か
ら
親
戚
み

ん
な
の
骨
を
持
っ
て
き
て
︑
墓
じ
ま
い

す
る
人
も
結
構
い
ま
す
︒
民
間
で
は
︑

真
駒
内
の
ふ
る
さ
と
霊
廟
が
以
前
か

ら
合
同
で
納
骨
で
き
ま
す
︒
こ
ち
ら
は

十
二
万
千
円
と
高
額
で
す
が
︑
記
名
板

に
名
前
を
付
け
て
く
れ
た
り
︑
す
ぐ
に

合
葬
せ
ず
３
年
間
保
存
し
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
︑
途
中
で
気
が
変
わ
っ
て

も
大
丈
夫
で
す
︒

残
さ
れ
た
人
が
困
ら
な
い
た
め
に
︑

公
正
証
書
遺
言
の
作
成
を
お
す
す
め

し
ま
す
︒
財
産
が
数
千
万
か
ら
一
億
円

ほ
ど
で
も
数
万
円
で
済
み
ま
す
︒
公
証

役
場
で
﹁
こ
う
い
う
遺
言
書
を
書
い
て

ほ
し
い
﹂
と
言
う
と
︑
公
証
人
が
見
本

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
︒
家
族
で
き
ち
ん

と
話
し
合
い
︑
後
で
揉
め
な
い
た
め
に

も
︑
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

デ
ジ
タ
ル
遺
品
と
い
う
言
葉
︑
ご

存
じ
で
す
か
︒

カ
ー
ド
や
銀

行
口
座
︑
携

帯
電
話
の
パ

ス
ワ
ー
ド
や

暗
証
番
号
を

本
人
し
か
知

ら
な
い
と
︑

何
か
あ
っ
た
時
に
困
り
ま
す
︒
光
熱
費

な
ど
の
支
払
い
口
座
を
ち
ゃ
ん
と
書
い

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
︒

信
仰
す
る
宗
教
が
な
い
場
合
︑
無

宗
教
葬
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
︒

た
だ
︑
お
寺
の
お
墓
に
骨
を
納
め
る
場

合
は
︑そ
の
お
寺
に
相
談
が
必
要
で
す
︒

生
活
ク
ラ
ブ
の
お
葬
式
で
は
︑
こ
の
無

宗
教
葬
が
非
常
に
多
い
で
す
︒

家
族
葬
は
家
族
だ
け
で
で
は
な
く
︑

故
人
を
知
る
親
し
い
人
だ
け
で
送
る

葬
儀
の
こ
と
で
す
︒
と
て
も
温
か
く
て

い
い
お
別
れ
が
で
き
る
と
い
う
反
面
︑

香
典
が
少
な
い
の
で
自
分
た
ち
の
出

費
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
も
︒
呼
ば
な

か
っ
た
人
に
対
し
て
後
日
︑
手
紙
を
書

く
な
ど
の
礼
儀
も
必
要
で
す
︒

散
骨
葬
は
２
０
２
０
年
に
事
業
者

向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
ま
し
た
︒

主
な
ル
ー
ル
は
︑
他
人
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
場
所
で
・
埋
め
な
い
・
粉
に
す
る

の
３
つ
で
す
︒
私
が
以
前
見
た
小
樽
市

の
業
者
は
船
で
沖
に
出
て
︑
粉
に
し
た

骨
を
水
に
溶
け
る
紙
に
包
ん
で
ボ
ト

ン
ボ
ト
ン
と
落
と
し
て
い
ま
し
た
︒
費

用
は
十
万
円
く
ら
い
で
し
た
︒

今
と
て
も
多
い
の
が
︑
葬
儀
を
せ

ず
に
火
葬
だ
け
す
る
直
葬
︒
死
後

24
時
間
は
火
葬
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
法
律
が
あ
る
の
で
遺
体
安
置
所

が
必
要
で
す
が
︑
葬
儀
会
場
の
控
え

室
な
ど
を
利
用
で
き
ま
す
︒
費
用
は

２
万
円
ぐ
ら
い
︒
あ
と
必
要
な
の
は
︑

棺
と
骨
壺
︑移
動
の
車
く
ら
い
で
す
︒

　
　
　
　
　
　

︵
取
材
／
五
十
嵐
︶

最
近
の
お
墓
事
情

残
さ
れ
る
人
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
葬
儀
の
か
た
ち

生活クラブのお葬式などの学習会や生前相談、葬儀後の聞き取りは、葬儀サポー
ターが担っています。今回の葬儀学習会には 20 人の参加があり、さまざまに変化
している最近の葬儀の在り方や「生活クラブのお葬式」について話を聞きました。                                                                                                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈生活クラブ本部   ９/14〉

生活クラブが提案する お葬式とは

ライフスタイルが多様化している現在、お別れの形も様々で
す。生活クラブでは利用者のご要望にあったプランを提案し、
想いを形にしています。費用についてはセットプランではなく
個々に必要なものだけを加算していく「積み上げ方式」です。

⫋௾ ࡯࠲࡯ࡐࠨ

⫋௾に㑐しߩߡਇ቟࡮⇼
໧ߤޔんߢߣߎߥ ᳇߅߽
シにߊ⺣⋦ߏだߐい

シ㊂ߢ㗎 ⅣႺޔਂ
にߐ߿しい⚛᧚ߢ
ߔいまߡ߈ߢ

ࠛࠦ ᫲

ᗵ⻢ߩ᳇ᜬࠍߜ
વࠆ߃ᶖ⾌᧚ߩ
ᶏ⧡

㄰␞ຠ

問い合わせは、生活クラブ本部 福祉事業課まで。☎（011）887－8891

葬儀学習会

フリマ売上 ネット接続料金

電子マネー マイレージ・ポイント
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▲

発
行

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
東
１
丁
目
４

－

15   

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１（
８
８
７
）８
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１（
８
８
７
）７
２
２
９

発
行
日

２
０
２
３
年
10
月
20
日

編
集

広
報
委
員
会
／
Ｗ
・
Ｃ
ｏ
プ
ラ
ン
ズ
Ｅ
Ｐ
О

道
産
間
伐
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道産 間伐材使用 ୌ
支
部

ષ
നġġ

和
య

あ
り
が
と
う

生
活
ク
ラ
ブ

今
か
ら
2Ĵ
年
前
、
夫
の
ഢ
޲
で
૧
ګ
ঌ
か
ら
ढ़

ི
に
֊
り
ਯ
ん
だ
。
౗
ひ
と
り
知
り
合
い
の
い
な

い
こ
の
地
に
࡫
თ
い
、
↱
ー
ム
↎
⁋
ク
に
な
っ
た
こ

と
は
、
今
は
ၻ
い
এ
い
出
だ
。

൚
শ
⃺
प
฼
だ
っ
た
௳
子
は
2Ĺ
प
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
এ
い
出
が
௢
෯
൘
の
よ
う
に
຾
か
ん
で

く
る
。
ड
੝
に
入
っ
た
ဘ
౽
׬
に
あ
ま
り
ත
அ
め

ず
、
૶
子
で
一
緒
に
通
え
る
自
ட
ཅ
か
な
ढ़
ི
ト

↸
ↀ
ဘ
౽
׬
に
入
׬
し
、
૶
子
共
ₛ
た
く
さ
ん
の

学
び
を
ං
た
こ
と
も
、
ढ़
ི
生
活
を
ཅ
か
に
し
て

く
れ
た
。
そ
こ
で
生
活
ク
ラ
ブ
を
ત
ٚ
さ
れ
今
に

ঢ
る
。
班
か
ら
࡫
配
に
な
っ
た
が
、
班
活
動
で
は

知
ে
ཅ
ີ
な
人
と
知
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
だ
。

年
内
に
জ
の
࡬
ޡ
૧
ګ
ࡇ
に
࿗
る
が
、
生
活
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
た
こ
と
で
、
食
品
、
日
用
品
な
ど

ତ
え
き
れ
な
い
Ⅸ
ど
の
知
ে
を
ං
る
こ
と
が
で
き

た
。
ॼ
念
な
が
ら
૧
ګ
に
生
活
ク
ラ
ブ
は
無
い
が
、

ࢥ
夫
し
な
が
ら
丁
寧
な
༥
ら
し
を
し
て
い
き
た
い

と
এ
う
。

組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
川
瀬
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
業

務
便
で
送
っ
て
下
さ
い
。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

,nVWDJUDP஢)DFHERRN も૽᫘くださいỠ

ࠫ࡯ࡍࡓ࡯ࡎ から߽

ࠕࠢ ࠬ࠮ ࠃࠆ߈ߢ

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

加工用トマト 収穫してきました！

ニュース

10月３週 主催　本部消費委員会

日　時　11月 17 日（金）    11：00 ～ 13：00
場　所　札幌エルプラザ  料理実習室
内　容 米づくりを振り返って、生産者の皆さんと語り合いま

しょう。 バケツ稲コンテストの表彰や
新米の試食も行います。

୘チャップの生ᙰ者
コーミ㈱が加၉ᙳトஅ
トのᙰ地ᇴ大をดびረ
け、「ᬡかがやらなきବ
ཕまらないỠ」とᄃじ
てくれた、とんぼの会
のၷᕱさん。今年は組
合員にดびረけ、２日
にഽけてැឣに行ってきました。９�９の作Ꮶには �0 人
の組合員が෈加しました。ၷᕱさん௖྿4人が1日᷉Ⴡっ
ても 3 トンほどという大༘な作Ꮶですが、この日は２時ᴨ
ඣで３�� トンをැឣỠ அン୸஖ーはす૽い  ܽ ැឣされた
トஅトはその日のうちにᒯᙶᙻの၉໥に運ばれ、ዂけれ
ば今年中に୘チャップやୟ஌ースになって、私たちの手
೪に࿹きます。　　　   　　 　ủ北እ支部  ౚᨧ 美ዯ子Ứ

ĳıĳĴාഽġ ༀٛၠ࢐

ニュース

10月３週 主催　石けん運動委員会

日　時　11月 22 日（水）　10：00 ～ 12：00
場　所　札幌エルプラザ  環境研究室
内　容 石けんを使ったクリーニング店を営む茂木孝夫さんを

講師に迎え、家庭でできる洗濯術を実演とともにお伝
えします。   

୞̫ͭٛ׵࣒

ニュース

11月１週

日　時　11月 25 日（土）    10：00 ～ 12：00
場　所　札幌エルプラザ  環境研究室
内　容 講師はフリーライターの吉田千亜さん。東京電力福島

第一原発事故の被害者や避難者の取材から見えた現
状や、保養活動継続の必要性をお聞きします。

委員対象の討論集会を11月６日、かでる２・７で開催します。
2024～ 2028年度の中期５年計画について話し合います。

ĲıྔාίυΐͿ·Πġٛ׵࣒

主催　原発ゼロ・市民エネルギー委員会

９/15  滝川市江部乙町

（札幌市北区北８西３）

（札幌市北区北８西３）

（札幌市北区北８西３）

からだにいい洗濯
しませんか？




